
【概要】奈良女子大学インフラ長寿命化計画（個別施設計画）
長寿命化に向けた基本的な考え方 インフラ長寿命化計画 年次計画表

【本資料の位置付け】
・法人経営にとっての基礎資料、かつ、概算要求等における基礎資料

【定期的な見直し】
・年次計画表について最新情報に基づいた定期的な見直し（年１回程度）

【本計画作成・見直しの参考資料】
・報告書「国立大学法人等施設の長寿命化に向けて」（平成31年3月､国立大学法人等施設
の長寿命化に向けたライフサイクルの最適化に関する検討会）の考え方に準拠
・上記の報告書を参考に「施設のトリアージ」及び「施設のライフサイクル」を設定

【年次計画表の考え方及び留意事項】
・全体計画表は､｢予防保全｣｢事後保全｣｢維持管理｣に関する毎年度のトータルコストが把握できる
表とし､コスト平準化を行った表を作成 (20年計画)
・｢予防保全｣については｢建物改修工事｣｢基幹設備更新｣に区分
・｢建物改修工事｣については改修サイクル20年･寿命80年を基本設定とし､かつ施設のトリアージに
より分類(※)｡分類①②についてコストを算出｡また､各区分のコスト内訳として｢国費要求又は施設
費交付金の対象とする事業(予定)｣と｢法人予算又は多様な財源等の対象とする事業(予定)｣を設定｡
教育研究に直接関連する建物については前者､それ以外の建物については後者として整理

・｢基幹設備更新｣については更新サイクル30年を基本設定とし､主要基幹設備(昇降機､高圧受変電設
備､屋外給排水･ガス管等)について作成｡このうち20年分を全体計画表に反映｡昇降機については
｢法人予算…｣として整理｡昇降機以外の基幹設備については､団地別かつ基幹設備別に近接する更
新年度を集約整理後､2500万円以上となる場合は｢国費要求…｣､それ以外は｢法人予算…｣として整理

・｢事後保全｣(分類④及び緊急対応等が必要な案件への対応) については､過去数年度の修繕費所要
額の平均値を採用
・｢維持管理｣(点検保守費､警備費等)については､過去数年度の維持管理費所要額の平均値を採用

※但し､重要文化財､職員宿舎については､別途計画するものとする。

① ② ③ ④ ⑤

トータルコスト 約83億円（今後20年間）
年度平均コスト 約 4億円／年度
(参考)年度･面積当たり平均コスト 約46百万円/年度･万㎡

年次計画表（全体計画、コスト平準化後）のイメージ

「国立大学法人等施設の長寿命化に向けて」より引用

「国立大学法人等施設の長寿命化に向けて」より引用

本計画は
寿命80年
として設定本計画は改修サイクル20年として設定
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